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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、グリーンイノベーションの推進において、特に女性研究者にフォーカスをあてて、
温室効果ガス削減に寄与するための施策を検討するものである。エネルギー及び環境分野の女
性研究者問題の所在について俯瞰的に整理するために、国内外の学会やワークショップの参加
を通じて、インタビューを中心に調査を実施した。その結果、イノベーション施策を推進する
には、大学課程からの人材育成や、女性研究者のモデルケースを広くしらしめることが効果的
である。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This research addresses a focus to especially a female researcher in promotion of a green 

innovation, and works on the measure for contributing to greenhouse gas reduction. In 

order to arrange of a female researcher problem in energy and environmental area, it 

carried out focusing on interview investigation through participation of international 

conference and workshop in/out Japan. The result of this study, we need to advertise and 

show model case of female scientist that will be effect of for increasing number of female 

scientist in doctoral courses.  
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１．研究開始当初の背景 

わが国の最重要政策課題として、経済と環
境が両立する社会を目指す「グリーンイノベ
ーションの推進」が掲げられる。国連気候変
動サミットでは、わが国の方針として「全て
の主要国による意欲的な削減目標の合意を

前提とし、温室効果ガスを 2020 年までに
1990 年比で 25%削減する」と宣言した。目
標達成に向け、革新的な環境・エネルギー技
術で世界をリードし、研究開発成果の実利
用・普及を強力に推進するための社会システ
ムの転換を図る必要がある。 
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第 3 期科学技術基本計画（2006-10 年）に
おける科学技術システム改革の柱として「人
材の育成、確保、活躍の促進」が明記されて
おり、エネルギーの分野別推進戦略では、「科
学技術システムの強化」を図るための方策と
して「エネルギー研究者・技術者の育成・維
持」が具体的な目標と位置づけられている。
エネルギー分野の研究には、環境はもちろん
のこと、ライフサイエンス、情報、および材
料などの分野も深く関与しており、求められ
る専門性は多様化している。IPCC の第四次
評価報告書が提言しているように、地球温暖
化に伴う環境およびエネルギー問題の重要
性がますます強くなってきているにもかか
わらず、地球規模の問題を解決できる専門家
の不足が懸念されている。一方、団塊世代の
退職や少子化に伴う労働力不足と技術継承
問題、国内エネルギー関連インフラの老朽化、
学生の工学部離れの深刻化など、我が国のエ
ネルギー分野を取り巻く状況は様々であり、
多くの社会的問題を抱えている。大学の電気
系学科の定員割れ、博士課程進学者など高学
歴人材像に対する産学間のミスマッチなど
は、従来は見られなかった大きな問題である。
またエネルギー及び環境分野には多種多様
な学術・産業の領域が存在する。このことが、
これまでエネルギー及び環境分野の人材問
題・人材要件を検討する際に、より議論を複
雑にしてきた要因である。また、海外でのエ
ネルギー及び環境に関連する人材の取り組
みについてもあまり報告書がない。その中で
も特に女性研究者の割合が他の分野と比較
するとほとんど見られないのが現状である。
現在、内閣府に設置されている男女共同参画
局などが中心となり、各方面で女性研究者の
環境向上に尽力しているが、いまだ女性研究
者の数は、他の先進国と比較して少ないのが
現状である。子育て支援のみならず、女性研
究者の地位向上と、まわりの理解がより一層
重要である。こうした背景から、エネルギー
及び環境分野における人材問題の所在につ
いて俯瞰的に整理し、将来に向けた人材育成
の方向性を見い出すことが強く求められて
いる。そして、グリーンイノベーションの推
進には、これまで以上に独創的、多様な人材
の多様な視点からのアプローチが不可欠で
ある。特に科学技術をバックグランドとして
持つ女性研究者のグリーンイノベーション
への取り組みは、こうしたことにより効果的
であると期待される。 

 

２．研究の目的 

本研究は、グリーンイノベーションの推進
において、人材問題、特に女性研究者にフォ
ーカスをあてて、温室効果ガス削減に寄与す
るための施策を検討するものである。先進国
の中でも女性研究者の数が最低に位置する

我が国の女性研究者の比率を上げるために
は、多くある学部の中でも特に少ない工学部
へ進学する女子学生の数を増やす必要があ
る。 

そこで、工学部における女性研究者の活躍
向上に関する研究を通じて、低炭素社会を構
築するための施策について調査、研究するこ
とを目的とする。 

 

３．研究の方法 

本調査は OECD などのデータを解析し、さ
らに産学官それぞれの取り組みを俯瞰的に
把握し、まずこれまでの取り組みと現状を把
握する。そして得られた結果をもとに、現在
工学部で働く女性研究者にインタビューを
実施し、現在抱えている詳細な問題点まで把
握し、解決策を検討する。 
本研究は 3 年計画で実施するものである。

各種データの解析および個々の様々な問題
点を広く抽出することを検討する。学会、企
業、大学の専門家にインタビューし、女性研
究者を取り巻く現状と課題、そして各国の取
り組みなどについて分析する。またそれぞれ
の分野で抱える問題を把握する。これまで行
われてきた女性研究者の人材育成策は、高校、
大学・大学院に対する支援策が多く、小中学
校への教育やエネルギー分野特有の人材問
題の議論に際し、女性研究者の話はあまり議
論されていない。そこで、本研究に参考とな
る過去に実施された人材育成調査結果を分
析し、これまでの取り組みについてレビュー
する。次にそれらを補完するために、その分
野で認知されている専門家にインタビュー
を行う。並行して様々な領域のエネルギーに
関連するデータを発表している OECD や IEA
などの国際機関のデータを、グリーンイノベ
ーションの視点から分類、分析する。そして
それらのデータから見出されるグリーンイ
ノベーションとして重要と思われる課題に
ついて検討する。 
1-2 年目は、各種データの分析及び国内外

の女性研究者へのインタビューを主に実施
する。特に、国内外で開催される国際会議な
どへの参加を通じて、できるだけ多くの研究
者へのインタビューを実施する。同時にグリ
ーンイノベーションに関する会議などへも
参加し、そこで課題となる施策を抽出し、女
性研究者がどう貢献できるかを把握する。3
年目には、それまでの調査から明らかとなっ
た課題を解決するための施策を具体的に検
討する。 
 
４．研究成果 
グリーンイノベーションの中心に位置す

るエネルギー及び環境分野において、女性研
究者問題の所在について俯瞰的に整理する
ために、国内外の学会やワークショップの参



加を通じて、インタビュー調査を中心に実施
した。研究動向を把握すると同時に、女性研
究者の活躍の実態についても検討した。 
初年度は、現状を把握することを目的とし

て、グリーンイノベーションに関する取り組
みなどの情報収集、女性研究者を対象とした
研究および調査に関する情報収集を実施し
た。さらに、次に列挙するグリーン関係の国
際会議へ参加し、女性研究者が抱える問題に
ついてディスカッションした。 
・第 7 回汚染コントロールと持続可能なエ

ネルギーのための国際シンポジウム(カナ
ダ) 
・国際環境工学会議(インドネシア) 
・国際コンピュータ・電気・システム工学

会議 (インドネシア) 
・材料研究会秋季会議(アメリカ) 
・将来の環境とエネルギー工学に関する国

際会議(中国) 
2 年目は、国内外の研究者へのヒアリング

を継続した。特に下記の会議では新たな国々
の研究者とのディスカッションを行った。 
・第 8 回アジア持続可能な開発のためのイ

ノベーションとアジアの気候変動弾力国際
会議出席(ベトナム) 
・国際環境工学会議出席(タイ) 
・環境改善に資する 
・アイスランド-EU-日本ワークショップ

(ベルギー) 
・第 3 回研究開発とイノベーションに関す

る会議(スペイン)  
最終年度は、下記の会議にてこれまで対象

としていなかった分野の情報を収集するこ
とができた。 
・交通、エネルギー、環境に関する国際会

議(モルディブ) 
・国際電気流体力学会議(ポーランド) 
・エネルギーフォーラム(ノルウェー) 
・国際表面処理会議(韓国) 
・機械学会環境工学部門大会(日本) 
・プラズマによる環境浄化技術に関する国

際会議(フランス) 
・ヨーロッパ-アジアエネルギー国際会議

(シンガポール) 
 
その結果、多くの意見が出されたがその一

例を以下に示す。 
・ 現在世界中で再生可能エネルギーを中心

としたグリーン･イノベーションの推進に
関する議論がされており、外国と比較する
と日本は燃料電池など一定の分野で世界
トップクラスである 

・ 環境に対する関心は女子学生のほうが男
子学生よりも大きいことは世界共通であ
る 

・ 工学部へ入学する女子学生数は伸びてい
るものの、大学院に進む学生はいまだ少な

い 
・ エネルギーや環境問題に関心を持つ女性

が増加しており、特に再生可能エネルギー
への関心が大きい 

・ 海外で活躍している日本人は特に女性が
多い 

・ 博士課程に進学する女子学生を増やすに
は、女性研究者のモデルケースを広くしら
しめることが効果的である 

・ そのためには広報活動も大事ではあるが、
大学や管理部門が積極的に女性研究者を
高校へ派遣するなどの企画をする必要が
ある 

・ 育児休暇中の女性研究者を在宅のまま活
用する。例えば、実態を把握することを目
的として、女性が研究を継続することが困
難な阻害要因となっている問題点を、所属
する研究マネージメント部門と意見交換
しながら、組織改善につながるようなしく
みを作る 

・ 研究をマネージメントする組織が女性を
雇用し、女性の視点で女性研究者の現状を
広く把握し、改善、積極的に情報発信する
キーとなる可能性が高い 
上記のような結論は、図 1と 2に示す科学

技術政策研究所が実施した「日本の大学教員
女性比率に関する分析」の報告書に示されて
いるデータでも裏付けられる。 

図 1 女性研究者の推移  
出典:科学技術政策研究所調査資料 No.209 よ
り 

図 2 理学と工学における女性の比率  
出典:科学技術政策研究所調査資料 No.209 よ
り 



今回の調査では、エネルギーと環境分野に
おける女性研究者に特に見受けられる問題
としては、次のような結果が得られた。 
・工学系は理学系と比較して研究者数が少

ないことが要因で、ロールモデルを見つける
ことが困難である。 
・工学系は理学系と比較して論文を算出し

にくいことから、論文数を研究者の評価基準
とする際には何らかの配慮が必要である。 
・工学系は比較的長時間にわたる実験が伴

うことから、研究をサポートする補助員など
を増員することが必要である。 
 

1995 年頃と比較すると女性比率が上がっ
ているが、2005 年以降伸び悩みの問題がある。
こうした調査は継続して実施する必要があ
る。 
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